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／ 8 ． 3 ．17／済」という印があることから、願書の通り証明書が発行され、運賃の払い戻し
を受けたものと思われる。
この資料には、医学部附属医院から医師が 4人（畑谷を含めると 5人）、薬剤師が 1人、事務





















方面」の 3 方面に分けて、自動車 9 台で救護班を派遣したことが報じられている。医師 4 人、
看護婦 4 人、薬剤師 1 人、事務員 1 人が「一方面三名づゝに分け」て派遣されたと記されてい
るが、この部分は誤記であり、正しい表記は「三台づゝ」であると思われる21。だとすれば、こ
の記事から、自動車 3 台に 1 つの救護班が分乗するかたちで、合計 9 台の自動車が 3 方面に派
遣されたことが記されていたと思われる。
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この記事は、災害が発生してから 1 週間以上が経過した状況で報じられたものなので、これ





と『岩手県昭和震災誌』の記述にも対応している。ただし、 3 月 7 日の『河北新報』にあった
「第二回」の救護班については記述がなく、その詳細については不明である。
なお、『岩手日報』においては、 3月 5 日朝刊に「東北大学医学部十三名を以て組織する救護
医療班」が、 4 日の午前中に唐丹村に向けて出発したと「遠野署に入電」があったという記事
が掲載されている25。
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2 　地質学教室の活動































3 月 9 日夕刊の『岩手日報』には、「釜石電話」すなわち釜石からの電話連絡として、「東北
昭和三陸津波と東北帝国大学 53












































































































































































1 『東北大学広報誌　まなびの杜』2011年夏号・震災特別号（2011年 6 月）などによる。
2 『国立大学の東日本大震災復興支援』（国立大学協会、2013年 3 月）の90頁。
3  昭和三陸津波による被害については、『日本歴史災害事典』（吉川弘文館、2012年 6 月）の459頁から467頁
などによる。
4 『宮城県昭和震嘯誌』（宮城県、1935年 3 月）の243頁。
5 「戦前の東北大学と災害との取り組み」（『東北大学史料館だより』No.18、2013年 3 月）。










13 三陸大震災史刊行会編『三陸大震災史』（友文堂書房、1933年 4 月）の142頁。なお、この本の奥付には「昭
和八年五月十二日印刷／昭和八年四月十五日発行」と記されているが、藤原相之助の序文が「昭和八年四
月一日」付であったため、本文中で述べているように 4月に発行された書籍として取り扱っている。ちな












20『河北新報』1933年 3 月 5 日夕刊「東北帝大の救護班勇躍出発」。




22『河北新報』1933年 3 月 7 日朝刊「東北帝大病院／第二回救護班震災地へ」。なお、この記事は、その一部
が本文中で引用した『三陸大震災史』の142頁に記されている「東北帝大病院救護班」の紹介部分と重複
しており、『三陸大震災史』を編纂する際に参照されたことがわかる。
23『河北新報』1933年 3 月 7 日朝刊「東北帝大に県から謝意」。
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24『河北新報』1933年 3 月11日朝刊「感謝を浴びて救護班帰る／東北帝大病院の各班／救護状況を交々語
る」。
25『岩手日報』1933年 3 月 5 日朝刊「東北大学救護班」。
26『岩手日報』1933年 3 月 6 日朝刊「東海岸の救助を急げ／恒久的に組織的に／釜石五千の罹災者に寒気襲
来／復旧に、数十年困難か」。
27 註（24）前掲『河北新報』1933年 3 月11日朝刊「感謝を浴びて救護班帰る／東北帝大病院の各班／救護状
況を交々語る」。


















40 林による研究成果は、『河北新報』の1933年 4 月15日朝刊から 4月20日朝刊にかけて連載された。『北上町
史』資料編Ⅱ・弐（2005年 2 月）にも、その全文が転載されている。
41 註（4）前掲『宮城県昭和震嘯誌』雑録編の379頁から402頁。
42 海洋水産化学研究所に関する動向については、『東北大学百年史』第 1巻・通史 1（2007年10月）の309頁




45 概算書の内容については、「昭和初期の災害と東北大学」（『東北大学史料館だより』No.17、2012年 9 月）や、
『東北大学百年史』第 3巻・通史 3（2010年 3 月）の461頁などでもふれられている。
46 東北振興運動や本多光太郎総長の動向については、拙稿「総長・本多光太郎の東北振興論　―農学部設置
運動にみる東北論と大学論―」（『東北大学史料館紀要』第 6 号、2011年 3 月）、拙稿「東北振興と東北帝
国大学」（『東北大学百年史』第 3巻・通史 3）などを参照いただきたい。
47『東北振興調査会　第一特別委員会議事録』（国立公文書館蔵／ 2 A-36- 委788）の、「第六回東北振興調査
会第一特別委員会議事録」。
48『東北振興調査会総会議事録』（国立公文書館蔵／ 2 A-36- 委780）の、「答申（昭和十年八月十六日総会ニ
於テ可決）」の38頁。
49『昭和十二年　東北振興調査会総会議事録』（国立公文書館蔵／ 2 A-36- 委781）の、「東北振興第一期総合
計画昭和十二年度経費調（一二、五、六）」。




52『河北新報』1932年 6 月 2 日朝刊「農学部設置運動と地方庁」（『東北大学百年史』第 9巻・資料 2に「398
　農学部設置問題についての河北新報社説（二）」として収録されている）。
53 当時の大学に対する社会的要求については、註（46）前掲「総長・本多光太郎の東北復興論　―農学部設
置運動にみる東北論と大学論―」の 2頁から 3頁などによる。
54『河北新報』1933年 3 月17日朝刊「災害地の学術調査」。
